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千葉県立安房特別支援学校「学校いじめ防止基本方針」

【学校いじめ防止基本方針】
本校では、「いじめ防止対策推進法」第１３条を受け、いじめ防止基本方針及び地方いじめ防止

基本方針を参酌し、以下の内容を基本方針として策定する。

「いじめの防止」（未然防止のための取組等）に始まり、「早期発見」（いじめの兆候を見逃さな
い・見過ごさないための手立て等、「いじめに対する措置」（発見したいじめに対する対処）の一
連の内容を組織的かつ計画的にすべての教職員で取り組むこととする。

１ いじめ問題についての基本認識

■ いじめは人間として絶対に許されない
○「いじめは人間として絶対に許されない」「いじめられている子どもを守り通す」
○「暴力を振るう、金品をたかる、誹謗中傷などは犯罪行為であり、いじめは重大な人権侵害である。」

■ いじめの特徴

― いじめは、どの学校にも、どの学級にも、どの子どもにも起こりうるものです ―

○いじめの構造
いじめは、単にいじめを受けている子どもといじめている子どもとの関係だけではなく、「四

層構造」になっている。

いじめを受けている いじめている 周りではやし 見て見ぬふりをする
子ども （被害者） 子ども（加害者） 立てる子ども 子ども（傍観者）

（観衆）

＊重大事態とは、「いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生
じた疑いがあると認める」事態及び「いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を
欠席することを余儀なくされている疑いがあると認める」事態と定義されている。

（いじめ防止対策推進法第２８条第１項）

２ いじめの未然防止のために

■ いじめを許さない学校・学級づくり

未然防止の取組の重要性 ―いじめを許さないこどもを育てる―

・学校生活の中では、子ども同士のトラブルは、ある意味、日常的なものと言える。しかし、
そうしたトラブルがいじめへと発展していくことのないように、未然防止を図ることが何よ
りも重要として認識することとする。

・「発生してから対応する（事後対応）」の考えから「問題が発生しにくい学校風土を作る（未
然防止）」の考え方に転換が求められるようになっている。

・いじめが起きないように努力すること、起きた後の対応ばかりに力を注ぐのではなく、起き
にくくする考え、つまり、本当に求められる対応は、被害者を守るという意味だけの未然防
止策ではなく、加害者にさせないという意味での未然防止に努めて行くこととする。

・子どもに対する教師の受容的、共感的態度により、子どものよさが発揮され、互いを認め合
うよう、自らの学級経営の在り方を定期的に見つめ直して充実させる。
※担任として学級経営を見直すチェックリストの活用（教師用）

教職員の人権意識
いじめを許さない
子どもを育てる
教育活動

いじめの早期発見・
早期対応に向けた
組織的・計画的取組

教育相談体制の充実
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３ いじめの発見から解決まで

■ 発見から指導、組織的対応の展開

いじめの情報（気になる情報）のキャッチ

・いじめが疑われる言動を目撃 ▲報告を受けた担任が陥り易い傾向
・連絡帳から気になる内容を発見 独断で判断 ・自分の責任と思い詰め、自分だけ
・子どもや保護者からの訴え して、解決を で解決しようとする。
・「悩みごとアンケート」から発見 焦らない。 ・指導力が否定されたと感じる。
・同僚からの情報提供 ・解決を焦る。

必ず報告

学級担任

最初に認知 生徒指導担当 校長
した教職員 （いじめ対策担当） 教頭

当該学部
主事・主任
学年主任

４ いじめ問題への組織的マネジメント
■ 組織的対応の基本的な考え方
１ いじめ問題はチームで対応することを原則とする。
２ いじめの早期発見等への手だてを組織的に行い、早期対応を図る。
３ 問題解決までの過程を明確にして、安易に解決したと判断しないようにする。
※解決までの過程とは、「実態把握」→「解決に向けた役割分担と対応」→「経過観察」→「検証」

４ 時系列に沿って、経過の記録を残す。

■ いじめ対策会議の設置

い じ め 対 策 会 議 関係機関

校長、事務長、教頭、教務、学部主事・主任、職業 ・教育委員会
構成員 コース主任、生徒指導、支援部、道徳主任、養護教 ・警察

諭、ＰＴＡ会長（スクールカウンセラー） 等 ・児童相談所
・医療機関 等

運 営 ・定期的に開催
・いじめ問題に特化した会議とする ・ＰＴＡ役員

・開かれた学校づくり委員
①いじめ対策の全体計画の検討・実施・点検

内 容 ②未然防止、早期発見、いじめに対する措置の検討
③記録の集積 校内研修

・いじめの理解や防止に関
する研修

いじめ対応Ａチーム（学校内） ・教育相談研修

いじめ対応Ｂチーム（学校外）
道徳・特活部会

学年主任、担任
当該学年職員、生徒指導部 ・いじめの未然防止に向け

た授業
・児童生徒の自発的諸活動

いじめの実態把握

・幼児児童生徒向け全校一斉アンケート
・個人面談等
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５ いじめ対策年間計画 □：教職員の活動 ○：幼児、児童、生徒、保護者の活動

いじめ対策年間計画 （本校・分校・分教室） ポイント

□いじめ対策に係わる共通理解・いじめ対策会議編成【職員会議】 ・学校がいじめの問
４月 □いじめ撲滅宣言（教師の決意を表明する） 【始業式等】 題に本気で取り組

○学級ルールづくり・人間関係づくり 【道徳・学級活動】 むことを示す。

○保護者へいじめ対策についての説明と啓発 【ＰＴＡ総会】 ・子どもの実態に即

５月
□行事（運動会）をとおした人間関係づくり 【道徳・学級活動】 した班編制の場面
□教育相談の実施 【道徳・学級活動】 に留意が必要。
□校内研修「いじめの早期発見と指導の在り方」 【職員会議】

○いじめ対策についての説明と意見集約 【学校評価委員会】 ・６月は幼児児童生
６月 徒の人間関係に変

化が表れやすい時期｡

７月
□「悩みごとアンケート」（いじめも含む）の実施と分析 ・いじめ対策を点検

【道徳・学級活動】 する。

８月
□教育相談に係わる研修講座への参加 ・相談技術の向上を
□○ピア・サポート等の教育相談の研修 図る。

９月
□夏休み明け教育相談の実施 ・子どもの変化を確

認する。

○ピア・サポート等の教育相談の実施 【児童生徒会活動】 ・子ども主体の活動

10月
を保障し、意欲を

□行事（文化祭）をとおした人間関係づくり 高め、自覚を促す
支援を心がける。

□「悩みごとアンケート」（いじめも含む）の実施と分析 ・１１月は幼児児童

11月
【道徳・学級活動】 生徒の人間関係に

変化が表れやすい
○話し合い活動「学級の諸問題」 【道徳・学級活動】 時期。

○人権週間（人権意識啓発活動） ・人権感覚を高める｡
12月 ・いじめ対策を点検

○学校評価の実施→幼児児童生徒・保護者の意見を聞く する。

１月
□冬休み明け教育相談の実施 ・子どもの変化を確

認する。

□「悩みごとアンケート」（いじめも含む）の実施と分析 ・２月は子どもが人

２月
【道徳・学級活動】 間関係に不安を持

ち始める時期。
○話し合い活動「学級の諸問題」 【道徳・学級活動】

□記録の整理、進級する学年への引き継ぎ情報の作成 ・いじめに関する情
３月 報を確実に引き継

□学級の情報連携のための学部会 ぐ準備。

６ 学校いじめ等防止基本方針の点検、評価について

■ 学校いじめ等防止基本計画は、ホームページで公開する。

■ 学校評価にいじめ等に関する項目を設け、保護者の意見、評価を実施する。

■ 開かれた学校づくり委員会でいじめ等について状況を報告し、助言を受ける。

■ 学校いじめ等防止基本方針は毎年度評価し、その改定は、いじめ対策会議と職員会
議を経て決定する。


